
　

研
究
者
を
目
指
し
ア
ジ
ア
関
係
の
専
門
図
書
館
に
通

い
始
め
て
す
で
に
五
〇
有
余
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
院
生

時
代
以
来
最
も
よ
く
通
っ
た
の
は
東
洋
文
庫
を
は
じ
め

と
す
る
東
京
都
内
の
図
書
館
で
あ
る
が
、
同
じ
東
京
都

内
に
あ
り
勤
務
先
に
も
近
い
市
ヶ
谷
に
あ
っ
た
ア
ジ
研

図
書
室
に
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
出
か
け
て
い
な
い
。
私

に
は
な
ぜ
か
近
づ
き
に
く
い
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
海
浜
幕
張
に
あ
る
現
在
の
ア
ジ
研
図
書

館
は
、
明
る
く
開
放
的
（
大
半
の
図
書
が
開
架
式
の
書

棚
に
陳
列
）
で
、
閲
覧
サ
ー
ヴ
ィ
ス
担
当
の
人
た
ち
も

非
常
に
親
切
で
あ
る
。
私
は
お
よ
そ
四
〇
年
ほ
ど
前
に

住
居
を
都
内
か
ら
千
葉
県
市
原
市
に
移
し
た
。
海
浜
幕

張
は
勤
務
先
の
最
寄
り
駅
水
道
橋
と
自
宅
の
最
寄
り
駅

内
房
線
浜
野
と
の
中
間
で
、
ア
ジ
研
図
書
館
は
私
に

と
っ
て
最
も
都
合
の
よ
い
場
所
に
立
地
し
て
い
る
。
七

年
ま
え
に
常
勤
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
、
教
授
会
で

の
惜
別
の
挨
拶
の
な
か
に
〝
こ
れ
か
ら
は
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
を
最
良
の
友
と
し
ま
す
〞
と
い
う
言
葉

を
挿
入
し
た
。
以
来
ア
ジ
研
図
書
館
は
現
在
も
非
常
勤

で
通
っ
て
い
る
大
学
で
の
教
育
と
研
究
に
欠
か
せ
な
い

資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
あ
る
。

　

大
学
に
お
け
る
私
の
担
当
科
目
は
中
国
経
済
で
あ

る
。
教
学
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
現
代
中
国
経
済
に
関

す
る
中
文
書
籍（『
中
国
経
済
年
鑑
』、『
中
国
統
計
年
鑑
』

等
各
種
年
鑑
を
含
む
）、
経
済
雑
誌
（『
財
経
』、『
中
国

企
業
家
』、『
金
融
論
壇
』、『
中
国
農
村
観
察
』、
香
港

の
『
経
済
導
報
』
等
、
複
印
報
刊
の
『
民
営
経
済
与
中

小
企
業
管
理
』、『
金
融
与
保
険
』、『
経
済
史
』
等
）、

新
聞
（『
経
済
日
報
』、『
金
融
時
報
』、『
上
海
證
券
報
』、

『
農
民
日
報
』、『
中
国
経
営
報
』
等
）
を
広
く
閲
覧
し

資
料
を
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
うさ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
文
献
は
同
時
に
私
の
長
期
に
わ
た
る
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
「
現
代
中
国
に
お
け
る
民
営
経
済
の
発
展
と

民
営
銀
行
創
設
ヘ
の
展
望
」
に
も
貴
重
な
資
料
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
図
書
館
で
は
最
近
話
題

に
な
っ
て
い
る
『
南
方
周
末
』
も
閲
覧
で
き
る
。

　

私
は
学
部
、大
学
院
と
も
に
東
洋
史
学
科
に
在
籍
し
、

近
代
中
国
の
社
会
経
済
史
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て

き
た
。
そ
の
成
果
の
一
部
は
『
近
代
中
国
の
農
村
経
済

と
地
主
制
』（
汲
古
書
院
）と
い
う
本
に
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
人
留
日
学
生
に
関
す
る
研
究
も
一
九
八
〇

年
前
後
か
ら
開
始
し
、
そ
の
成
果
の
一
端
は
一
九
八
九

年
に
『
留
日
学
生
の
辛
亥
革
命
』（
青
木
書
店
）
と
い

う
本
に
ま
と
め
て
み
た
。
い
ず
れ
も
未
完
成
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
最
近
ア
ジ
研
図
書
館
に
豊
富
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
当
代
（
現
代
）
地
方
志
（
例
え
ば
『
広
東
省
志
』、

『
浙
江
省
志
』、『
山
西
省
志
』
等
）
の
人
物
志
を
閲
読
し
、

日
本
に
留
学
し
た
中
国
人
を
す
べ
て
拾
い
上
げ
る
と
い

う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。
そ

の
目
的
は
当
面
清
朝
末
期
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
成
立

ま
で
の
時
期
に
日
本
に
留
学
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、

教
育
、
自
然
科
学
等
様
々
な
分
野
で
残
し
た
彼
ら
の
業

績
を
ト
ー
タ
ル
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
図

書
館
に
は
、
多
種
類
の
人
物
辞
典
、
人
物
伝
、
文
史
資

料
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
照
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
留
学
生
た
ち
の
経
歴
と
業
績

が
正
確
に
描
け
る
と
考
え
て
い
る
。
正
史
に
登
場
す
る

こ
と
の
な
い
し
か
し
大
切
な
役
割
を
担
っ
た
人
々
に
も

光
を
あ
て
た
い
と
い
う
の
が
私
の
願
い
で
あ
る
。

　

最
近
、
日
本
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
名
の
下

に
大
学
の
卒
業
生
名
簿
と
い
う
も
の
が
、
非
常
に
閲
覧

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
卒
直
に
い
っ
て
戦
前
の
卒
業

生
名
簿
、
特
に
外
国
人
の
日
本
留
学
生
名
簿
は
公
開
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
少
な
く
と

も
研
究
者
に
は
ぜ
ひ
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
最
大
の
理
由
は
、
留
日
学
生
の
人
物
伝
中
に
留
学
先

の
学
校
名
が
誤
っ
て
書
か
れ
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず

存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
私
の
勤
務
す
る
日
本
大

学
と
い
う
名
称
は
中
国
人
か
ら
み
る
と「
日
本
の
大
学
」

と
受
け
取
ら
れ
や
す
い
。
一
〇
年
近
く
前
、
そ
の
よ
う

な
誤
解
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
日
本
大
学
の
卒
業

生
契
印
簿
を
も
と
に
し
て
明
治
期
の
中
国
人
留
日
学
生

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
中
国
同
盟
会
員
や
国
会
議
員
は
い

う
ま
で
も
な
く
民
国
期
の
第
一
級
行
政
区
の
裁
判
長
や

検
事
長
の
な
か
に
ま
で
そ
の
出
身
校
に
誤
記
が
存
在
し

て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

私
は
『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
一
一
号
〜
第
一
三
号
に

「
日
本
大
学
中
国
人
留
学
生
の
帰
国
後
の
活
動
」（
一
）

〜
（
三
）
と
い
う
小
論
を
三
号
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。

ま
た
、
日
本
大
学
の
大
学
史
論
輯
『
黌
誌
』
第
七
号
に

は
台
湾
新
民
報
社
編
『
台
湾
人
士
鑑
』、
台
湾
問
題
研

究
所
編
『
台
湾
総
覧
』
等
を
活
用
し
て
「
日
本
大
学
台

湾
人
留
学
生
の
卒
業
後
の
動
向
」（
一
）
と
い
う
小
論

も
登
載
し
た
。
い
ず
れ
も
ア
ジ
研
図
書
館
所
蔵
の
台
湾

関
係
図
書
、
人
物
辞
典
、
研
究
雑
誌
等
を
参
照
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

研
究
・
図
書
館
通
い
と
も
に
体
力
勝
負
で
あ
る
。

（
こ
じ
ま　

よ
し
お
／
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
回
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ア
ジ
研
図
書
館
は
現
在
私
に
と
っ
て
最
良
の
友
で
あ
る
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